
宝塚市下水道ビジョン2035 が始まります！
市民のみなさまの生活基盤を支える重要な社会インフラとしての役割を果たすため、

これからの10年間に取り組むべき事業と、その目標を定めます。

２０２６年度から２０３５年度までの１０年間に取り組む

～ 大雨や地震などの
災害から市民のくらし
を守り備える ～

安全・強靭

～ 経営基盤を強化し、
効率化・合理化を
推進する ～

安定 経営

～ 市民の快適な
くらしを保つ ～

安心・快適

～ 市民の下水道への
理解を形成し、

民間企業や上水道との
連携を強化する ～

連携・協働

安全で持続可能な

「宝」の下水道を未來へ

☞本編１４ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編
１６ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編１８ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編２２ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編２８ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編３２ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編３８ﾍﾟｰｼﾞ



宝塚市の公共下水道

汚水処理・雨水処理としての
下水道の役割

宝塚市公共下水道事業の現状と基本課題

下水道整備と人口普及率の変遷

・公共下水道事業の抱える課題が顕在化してきた現在、
これまでの10年間とこれからの10年間では公共下水道事業に
求められることや取り組むべきことが異なってきました。

・より効率的かつ効果的に事業を運営していくため、抜本的に考え
方を変えるべき部分と、普遍的な課題として踏襲すべき部分と
を見極め、本市の課題を改めて抽出しました。

・人口減少等による収入減少が見込まれる一方、施設の更新や
耐震化に多くの費用が発生することから、多様な課題に対応する
ための方針として、「宝塚市下水道ビジョン2035」を策定します。

Point !


